
８
月
15
日
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

元
市
会
議
員
は
、
中
川
区
尾
頭

橋
、
五
女
子
で
、
69
回
目
の
終

戦
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
街
頭

宣
伝
、
チ
ラ
シ
配
布
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
行
い
ま
し
た
。

江
上
元
市
議
は
、
69
年
前
の

戦
争
で
日
本
軍
の
犠
牲
と
な
っ

た
ア
ジ
ア
の
人
々
２
０
０
０
万

人
、
日
本
人
３
１
０
万
人
の
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
尾
頭
橋
や
五
女
子

で
も
焼
夷
弾
が
落
ち
、
犠
牲
者

が
出
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の

話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

一
方
、
海
外
で
２
０
０
０
万

人
の
命
を
奪
っ
た
戦
争
で
あ
り
、

兵
士
と
し
て
国
外
で
戦
っ
た
体

験
も
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
な
く
な
っ
た
父
は
、
シ
ベ
リ

ア
抑
留
体
験
者
で
す
。
中
国
で

の
日
本
人
の
中
国
人
へ
の
ひ
ど

い
行
為
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

加
害
者
、
被
害
者
と
し
て
、
も

う
こ
ん
な
戦
争
や
っ
て
は
な
ら

な
い
、
政
府
に
や
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
と
憲
法
、
憲
法
９
条
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
役

割
は
、
憲
法
を
掲
げ
て
平
和
外

交
を
す
す
め
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
１
日
、
安
倍
内

閣
が
、
勝
手
に
政
府
の
憲
法
解

釈
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

「
日
本
共
産
党
は
、
北
東
ア

ジ
ア
平
和
協
力
構
想
を
提
唱
し
、

そ
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。
憲
法
９
条
を
掲
げ
た

平
和
外
交
こ
そ
日
本
の
役
割
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に

反
す
る
安
倍
内
閣
の
打
倒
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
で
歩
い
て
い
た
男

性
が
通
り
か
か
り
、
「
安
倍
暴

走
が
心
配
だ
。
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
名
古
屋
市
会

議
員
団
は
、
８
月
23
日
、
中
川

区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
市
政

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
が
３
月
か
ら
取
組

ん
だ
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約

結
果
を
報
告
し
、
寄
せ
ら
れ
た

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
運
動
、
政
策
に
つ
い
て
区
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
（
２
面
下
）
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広
島
市
豪
雨
で
72
人
が
な
く

な
ら
れ
、
今
な
お
２
人
が
行
方

不
明
で
す
（
９
月
１
日
現
在
）

哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

行
方
不
明
者
の
一
刻
も
早
い
救

出
を
祈
り
ま
す
▼
20
日
朝
、
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
き
、
広
島
市
の
東
隣
の

海
田
町
に
い
る
長
男
に
電
話
し

ま
し
た
。
何
事
も
な
い
、
と
返

事
。
全

く
局
地

的
な
猛

威
だ
っ

た
よ
う
で
す
▼
中
川
区
は
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
震
、
水
害
、
台
風
な

ど
災
害
に
対
す
る
そ
な
え
、
避

難
の
か
ま
え
な
ど
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
真
夜
中
に
、
避
難
勧

告
が
出
た
ら
避
難
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
自
然
現
象
は
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
自
然
災

害
を
最
小
に
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
▼
一
人
一
人
の
自
助
の
た

め
に
も
、
行
政
の
責
任
が
問
わ

れ
ま
す
▼
と
こ
ろ
が
、
名
古
屋

市
は
、
災
害
に
対
し
て
、
「
自

助
、
共
助
、
公
助
」
の
順
で
強

調
し
、
行
政
の
責
任
を
第
一
に

し
ま
せ
ん
。
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
行
政
が
あ
り

ま
す
。
行
政
責
任
を
第
一
に
し

て
こ
そ
、
自
助
、
共
助
が
生
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼

人
間
は
自
然
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。

開
発
か
ら
自
然
環
境
を
守
る
市

政
が
必
要
で
す
。
来
年
４
月
の

市
会
議
員
選
挙
、
命
と
暮
ら
し

を
大
切
に
す
る
名
古
屋
を
つ
く

る
た
め
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

広
島
の
豪
雨
災
害
か
ら

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
９
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

８月１５日、終戦記念日に話す江上ひろゆき元市議（尾頭橋で）

海
外
で
戦
争
す
る
国
に
さ
せ
な
い

終
戦
記
念
日
に
江
上
元
市
議
決
意
語
る

地
域
の
戦
争
体
験
語
り
継
ご
う

加
害
責
任
忘
れ
な
い

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
撤
回
を

北
東
ア
ジ
ア
平
和
協
力
構
想

安
倍
暴
走
が
心
配
だ

中
川
区
で
市
政
懇
談
会
開
催



中
川
区
反
核
平
和
一
色
盆
踊

り
が
、
８
月
29
日
、
30
日
、
下

之
一
色
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

29
日
、
本
部
音
響
の
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
「
炭
坑
節
」
が
流
れ

出
す
と
会
場
は
一
気
に
盆
踊
り

モ
ー
ド
に
な
り
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
り
だ
す
浴
衣
姿
の
人
や

模
擬
店
で
物
色
す
る
人
、
会
場

内
で
の
再
会
を
喜
び
あ
う
人
で

ご
っ
た
返
し
に
な
り
ま
し
た
。

小
雨
模
様
の
中
、
「
名
古
屋

踊
り
」
「
郡
上
踊
り
」
や
「
春

駒
」
な
ど
の
定
番
で
体
を
踊
り

に
馴
ら
し
、
人
気
の
「
ダ
ン
シ

ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」
が
か
か
る
と

会
場
の
踊
り
手
さ
ん
は
大
フ
ィ
ー

バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
に
わ
た
り
、
高
尾
実
行

委
員
長
、
中
川
診
療
所
所
長
、

江
上
元
市
会
議
員
、
実
行
委
員

ス
タ
ッ
フ
の
さ
く
ら
ん
ぼ
の
職

員
ら
の
あ
い
さ
つ
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

食
べ
物
店
は
次
々
に
完
売
状

態
に
な
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ

プ
や
金
魚
す
く
い
、
お
も
ち

ゃ
の
店
な
ど
に
は
興
味
を
寄
せ

る
若
者
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
が

群
が
り
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
一
色
支
部
は

「
い
か
焼
き
」
完
売
。
焼
く
み

な
さ
ん
は
、
長
蛇
の
列
に
汗
だ

く
。
「
選
挙
も
こ
の
調
子
で
」

と
「
い
か
」
を
用
意
し
た
服
部

さ
ん
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

８
月
６
日
に
、
今
年
も
中
川
区

江
松
の
随
縁
寺
で
平
和
の
鐘
つ

き
が
年
金
者
組
合
中
川
支
部
と

富
田
地
域
憲
法
九
条
の
会
の
共

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

広
島
で
は
こ
の
日
は
晴
れ
の

特
異
日
だ
が
今
年
は
40
数
年
ぶ

り
で
雨
の
慰
霊
祭
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
名
古
屋
で
は
晴
れ

た
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
。
江
上

博
之
元
市
議
を
は
じ
め
組
合
員
、

会
員
が
参
加
し
て
８
時
13
分
頃

原
爆
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
随
縁
寺
の
住

職
を
先
頭
に
参
加
者
が
鐘
を
つ

き
ま
し
た
。

９
日
の
長
崎
原
爆
記
念
日
や

15
日
の
終
戦
記
念
日
に
も
鐘
つ

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
15
日
は

戸
田
の
宝
泉
寺
で
も
。
今
年
は
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決

定
が
あ
っ
た
直
後
の
鐘
つ
き
だ
っ

た
の
で
参
加
者
は
原
爆
や
戦
争

の
犠
牲
者
の
鎮
魂
だ
け
で
な
く
、

政
府
の
暴
挙
に
怒
り
を
込
め
て

力
一
杯
つ
い
て
い
ま
し
た
。

「
い
よ
い
よ
、
今
年
９
月
上

旬
よ
り
中
川
区
内
で
、
名
古
屋

環
状
２
号
線
専
用
部
（
高
架
）

工
事
を
は
じ
め
ま
す
。
つ
い
て

は
、
名
古
屋
西(

島
井
町)

か
ら

国
道
１
号
線
（
か
の
里
東
）
の

間
の
植
栽
も
伐
採
し
ま
す
」

７
月
26
日
、
28
日
、
30
日
、

富
田
地
区
環
２
沿
線
３
会
場
で

「
工
事
説
明
会
」
を
国
土
交
通

省
愛
知
国
道
事
務
所
な
ど
が
開

催
し
ま
し
た
。

ど
の
会
場
も
半
年
前
の
「
事

業
説
明
会
」
の
２
倍
以
上
、
50

〜
70
人
の
参
加
者
で
し
た
。

植
栽
帯
は
、
平
面
道
路
の
３

０
２
号
線
建
設
に
際
し
、
公
害

防
止
の
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
の
植
栽
を
伐
採
す

る
こ
と
を
工
事
着
工
の
１
か
月

前
に
な
っ
て
地
域
住
民
に
知
ら

せ
る
問
題
を
は
じ
め
、
高
架
工

事
が
終
わ
る
ま
で
の
４
年
〜
５

年
の
間
は
「
仮
囲
い
」
（
高
さ

３
ｍ
の
鉄
板
）
で
す
ま
せ
る
、

高
架
完
成
後
、
遮
音
壁
（
８
ｍ
）

を
建
造
す
る
が
、
植
栽
帯
を
ど

う
す
る
か
は
触
れ
ず
じ
ま
い
、

と
住
民
軽
視
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
は
、
早
速
、

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

９
月
の
早
朝
宣
伝

２
日

火

下
之
一
色

５
日

金

近
鉄
戸
田

８
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

９
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

12
日

金

高
畑

16
日

火

名
鉄
山
王

19
日

金

近
鉄
伏
屋

22
日

月

金
山
駅
北
口

25
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

26
日

金

昭
和
橋

30
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

朝
７
時
半
か
ら
８
時
10
分

（
１
面
か
ら
）
意
見
を
聞
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

「
市
政
懇
談
会
」
に
は
市

議
団
か
ら
岡
田
ゆ
き
子
市
議

（
北
区
）
が
参
加
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
。
江
上
元
市
議
が
司
会
を

務
め
ま
し
た
。
（
写
真
）

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
も
返
っ

て
き
て
お
り
４
７
０
０
通
を

超
え
ま
し
た
。
中
川
区
内
分

は
、
４
２
８
通
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

（
中
間
報
告
と
し
て
本
紙
６

月
１
日
号
）
76
％
も
の
人
が

「
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
」

と
回
答
。
２
年
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
69
％
で
し
た
。
理
由

と
し
て
、
「
物
価
の
値
上
げ
」

「
年
金
が
少
な
い
、
下
が
っ

た
」
「
介
護
保
険
料
、
国
保

料
が
高
い
」
「
医
療
費
の
支

出
増
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

河
村
市
政
の
評
価
、
市
政

へ
の
要
望
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
、

消
費
税
、
議
員
の
あ
り
方
、

そ
し
て
、
地
域
要
求
な
ど
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
安
倍
内
閣
の
戦
争

す
る
国
づ
く
り
や
、
社
会
保

障
費
削
減
な
ど
の
暴
走
政
治

か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

防
波
堤
の
役
割
を
果
た
す
市

政
へ
、
党
と
市
議
団
は
「
な

ご
や
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま

と
め
ま
し
た
。
行
政
が
責
任

持
つ
保
育
所
の
あ
り
方
や
、

富
田
地
域
の
環
２
高
架
道
路

工
事
な
ど
に
つ
い
て
意
見
も

だ
さ
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
願
い
盆
踊
り

平
和
の
鐘
つ
き
に
心
こ
め
て

小
雨
で
も
何
の
そ
の

平
和
願
う
あ
い
さ
つ

環
２
高
架
工
事

緑
を
破
壊

「
生
活
苦
し
い
」
増
え
る

「
な
ご
や
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

日
本
共
産
党
の
店
も
盛
況

近
所
の
人
も
飛
び
入
り
で

原
爆
、
戦
争
を
な
く
せ

大
切
な
緑
、
突
然
伐
採
発
表

地
域
住
民
の
声
を
聞
け


